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坂
下
し
げ
き
議
員
（
市
民
の
声
）

　

本
市
に
は
近
隣
市
に
比
べ
て
、

市
民
が
多
く
利
用
す
る
国
・
県

の
窓
口
が
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ

の
少
な
い
Ｉ
Ｔ
事
業
に
予
算
を

使
う
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

い
国
・
県
の
窓
口
を
市
内
に
誘

致
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
旅
券
事
務
所
は
、
旅

券
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
市
で

市
内
に
誘
致 

努
力
す
べ
き
で
は

十
分
な
調
査
・
準
備
必
要 

検
討
進
め
る

国・県の窓口

も
窓
口
が
設
置
で
き
る
と
聞
く

が
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　

国
・
県
の
窓
口
の
設
置
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
、
場
所
、
国
・
県

と
の
調
整
な
ど
、
十
分
な
調
査
・

準
備
が
必
要
で
あ
り
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
旅
券
事
務
所
は
、
県

に
お
い
て
権
限
移
譲
の
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を

見
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
対
象
者
数
、
所
要
経
費
、
未

申
請
者
へ
の
啓
発
、
障
害
児
等

へ
の
配
慮
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
本
制
度
創
設
に
関
連

し
、
税
制
面
に
お
け
る
制
度
改

正
や
行
政
運
営
上
に
生
じ
る
影

響
等
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

対
象
者
は
約
６
万
３
０
０

人
、
支
給
額
は
78
億
７
３
５
９

税
制
面
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る

今
後
の
制
度
設
計
の
見
直
し
を
注
視

子ども手当

万
３
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

未
申
請
者
に
は
８
月
に
案
内
と

申
請
書
を
郵
送
す
る
。
障
害
児

等
へ
の
独
自
の
制
度
は
計
画
し

て
い
な
い
が
、
障
害
児
福
祉
手

当
等
は
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
。

税
制
面
で
は
、
保
育
料
等
へ
の

影
響
に
関
し
、
状
況
を
把
握
す

る
と
共
に
、
今
後
の
制
度
設
計

の
見
直
し
を
注
視
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
に
お
け
る
保
育
園
の
待

機
児
童
数
は
平
成
22
年
５
月
時

点
で
４
６
７
名
と
、
１
月
よ
り

２
１
２
名
減
少
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

23
年
度
の
待
機
児
童
解
消
策
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
対
象
外
で
あ
っ

た
父
子
家
庭
に
拡
大
す
る
改
正

法
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
周
知

平
成
23 
年
度
の
待
機
児
童
解
消
策
は

様
々
な
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

保育園待機児童の解消

等
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
　

23
年
度
は
保
育
園
の
新
設

や
増
改
築
に
よ
る
計
１
７
０
名

の
定
員
増
の
他
、
一
時
預
か
り

保
育
の
充
実
な
ど
様
々
な
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
改
正
法

が
８
月
に
施
行
さ
れ
る
の
に
合

わ
せ
、
広
報
等
で
新
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
川
駅
南
地
域
で
は
今
で
も

大
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
や
住
宅

へ
の
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
は
半

地
下
方
式
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
た
め
雨
水
の

排
水
路
が
東
西
に
分
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
分
断
を
考
慮
し

た
排
水
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

外
環
道
路
東
側
の
地
域
は
、

外
環
道
路
工
事
に
伴
う
雨
水
排
水
計
画
は

ポ
ン
プ
場
２
カ
所
を
新
設
し
て
対
応

市川駅南地域の浸水対策

雨
水
幹
線
が
地
下
で
道
路
を
横

断
し
大
和
田
２
丁
目
地
先
に
新

設
す
る
ポ
ン
プ
場
か
ら
、
ま
た
、

西
側
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
既

設
の
秣
川
（
ま
ぐ
さ
が
わ
）
排

水
機
場
の
他
、
市
川
南
３
丁
目

地
先
に
新
設
す
る
ポ
ン
プ
場
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
川
へ
放
流
す

る
計
画
で
あ
る
。
平
成
27
年
の

外
環
道
路
供
用
開
始
に
合
わ
せ
、

必
要
な
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

固
定
資
産
税
額
が
上
が
っ
て

い
る
の
に
比
べ
、
本
市
の
道
路

占
用
料
は
平
成
12
年
の
条
例
改

正
以
来
、
料
金
の
引
き
上
げ
が

な
い
。
近
隣
市
並
み
に
引
き
上

げ
れ
ば
、
か
な
り
の
税
収
増
が

考
え
ら
れ
る
。
財
政
健
全
化
の

た
め
に
も
、
企
業
に
理
解
を
得

て
、
応
分
の
負
担
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。
道
路
占
用
料
等
の

道
路
占
用
料
等
応
分
の
負
担
求
め
る
べ
き

検
証
行
い
見
直
し
を
進
め
て
い
く

自主財源の確保

自
主
財
源
確
保
の
考
え
を
問
う
。

答
　

自
主
財
源
の
安
定
的
な
確

保
は
、
本
市
の
重
要
な
財
政
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
市

税
等
の
収
納
率
の
向
上
と
道
路

占
用
料
を
含
め
た
使
用
料
、
手

数
料
等
の
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
資

産
の
有
効
利
用
も
含
め
て
、
し
っ

か
り
と
目
標
を
立
て
、
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

岩
井
清
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
３

法
が
施
行
さ
れ
た
。
市
川
市
福

祉
公
社
は
一
般
財
団
法
人
へ
の

移
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
出
資
金
と

剰
余
金
を
合
わ
せ
た
約
６
億
円

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
検
討
す

べ
き
と
指
摘
す
る
。
新
制
度
に

移
行
す
る
他
の
公
益
法
人
に
対

し
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

新
制
度
移
行
に
向
け
た
市
の
対
応
は

適
合
チ
ェ
ッ
ク
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る

公益法人制度改革

答
　

福
祉
公
社
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
へ
の
移
行
は
困

難
と
の
県
の
回
答
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
23
年
度
中
の
一

般
財
団
法
人
移
行
を
目
指
し
準

備
を
進
め
て
い
る
。
文
化
振
興

財
団
は
23
年
度
中
、
清
掃
公
社
、

緑
の
基
金
は
24
年
度
中
を
目
標

に
、
公
益
財
団
法
人
移
行
へ
の

公
益
認
定
基
準
の
適
合
チ
ェ
ッ

ク
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

平
成
22
年
度
予
算
に
お
い
て

は
約
60
億
円
の
財
政
不
足
が
生

じ
、
赤
字
地
方
債
な
ど
に
よ
っ

て
収
支
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
。

コ
ス
ト
削
減
策
の
一
つ
と
し
て

「
事
業
仕
分
け
」
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
予
算
削
減
の
観

点
か
ら
、
行
政
と
議
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
市
民
目
線
で
見
直

し
て
い
く
「
仕
分
け
」
も
必
要

議
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い

財政における事業仕分け

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
　

事
業
仕
分
け
は
、
本
市
で

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
23
年

度
予
算
へ
の
結
果
反
映
を
見
据

え
て
仕
分
け
対
象
を
決
め
た
い
。

行
政
と
議
会
の
在
り
方
は
、
23

年
度
に
結
論
が
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
事
業
仕
分
け

で
は
な
く
、
多
く
の
意
見
を
求

め
な
が
ら
、
議
会
に
お
い
て
議

論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

勝
亦
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

平
成
22
年
８
月
、
市
内
中
学

生
16
名
が
平
和
学
習
青
少
年
長

崎
派
遣
団
と
し
て
長
崎
市
主
催

の
平
和
事
業
に
参
加
す
る
。
毎

年
の
派
遣
は
困
難
な
状
況
の
中

で
、
今
回
参
加
し
た
中
学
生
が

持
ち
帰
る
様
々
な
体
験
や
思
い

を
ど
の
よ
う
に
継
承
、
共
有
し

て
い
く
か
が
課
題
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
含
め
た
市

参
加
者
の
体
験
を
ど
う
継
承
す
る
の
か

Ｉ
Ｔ
活
用
を
含
む
施
策
の
可
能
性
を
検
討

平和学習青少年長崎派遣事業

の
継
承
策
を
問
う
。

答
　

今
回
の
派
遣
は
、
被
爆
地
長

崎
で
開
催
さ
れ
る
青
少
年
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
全

国
か
ら
の
参
加
者
と
共
に
実
践

的
な
平
和
学
習
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
で
得
ら
れ
る
貴
重

な
体
験
の
継
承
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
施

策
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　６月定例会では、29 人の議員が一般質問を行いまし

た。質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分。ここで

は紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、

ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

行
政
と
議
会
の
在
り
方
も
仕
分
け
が
必
要

　民主・市民＝民主・市民連合　 　みらい＝みらい・つばさ

　社民・市民＝社民・市民ネット

行 財 政

下 水 道 こ ど も

※一般質問後に会派及び議員名の表記に変更がありましたが、

　ここでは質問時の会派及び議員名の表記で掲載しています。

公
益
財
団
法
人
移
行
を
目
指
す
文
化
振
興
財
団
が

管
理
す
る
文
化
会
館


